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【第１０回　発生・生殖生物学研究室コロキウム　共催】 

農学生命科学部 
第５回　研究推進セミナー 

ショウジョウバエ生殖細胞形成機構 

　　生殖細胞は、次世代へ遺伝情報を正確に伝達できる細胞であり、生物に
とって最も重要な細胞の一つです。さらに、医療や育種等の学問分野と生物
学の接点にもなりうる細胞であり注目を集めてきました。本セミナーでは、この
生殖細胞が形成される機構や生殖細胞の性を決める機構に関する成果につ
いて紹介したいと思います。 
　　　さらに、大学院時代から今に至るまでの間、私自身が何を考えて研究を
進めてきたのか、その過程でどのように苦しんだのかについても触れたいと思
います。研究者として職を得ること、職を得たとしても研究を継続させることが
難しい時代です。一方、研究には、何物にも代え難い大きな魅力があります。
私自身、悩みながらなんとか研究を続けてきました。本セミナーが、将来に不
安を抱く方に対しての1つの指針になればと思います。 
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演者：小林　悟　先生 
　　　基礎生物学研究所  
　　　発生遺伝学研究部門・教授  
日時：平成２５年１２月　６日（金） 
　　　１７：４０～１９：００ 
場所：弘前大学コラボ弘大８階大会議室 
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